中小商工業研究所　第13回夏期研究集会
[image: image1.png]



ＨＰ・メールニュース <№2>

2018年7月9日
～第１3回夏期研「全体会」の魅力をご紹介～
第13回夏期研究集会が8月18日～19日、群馬県・高崎市の高崎商工会議所、高崎経済大学で開かれます。今回のメールニュースでは、1日目に開催される全体会の内容やパネリストの方々についてご紹介していきます。このほか、分散会や参加者交流会など多彩な企画が盛りだくさんです。ぜひ、参加の呼びかけを広げてください。
＊1日目：8月18日(土)

【全体会】12時30分～16時30分（会場：高崎商工会議所6階ホール）
○セッション１「まちと中小業者を元気にする施策の展開」
講演　高崎市職員（調整中）
高崎市が進める、住宅リフォームや商店リニューアルの助成制度、「絶メシ」など様々な取り組みについて実践報告をします。
○セッション２　特別報告「地域循環型経済の実践と小規模・中小企業振興基本条例の意義」

　報告　大貝健二・北海学園大学准教授
　地域の富や資源、資金の流出を防ぎ、地域で循環させる経済づくりの意義と実践、小規模・中小企業振興基本条例をどう生かすかについて報告をします。

　
○セッション３　パネル討論「変化に対応した経営力アップの実践報告」
　コーディネーター　岡田知弘・京都大学教授

　パネリスト　萩原　誠さん(萩原電子システム社長、群馬・高崎民商会員）

　　経営対策や、新製品開発までの経緯など実践的な取り組みを報告していただきます。また今後の事業継承の展望なども語っていただきます。
　林　智浩さん(「福豚の里とんとん広場」社長、「まえばし農学舎」理事長）

　　レストラン、体験教室での取り組みや、地域から世界へ発信する新ブランド創設にかける思いなどを語っていただきます。また、前橋市の進める「スローシティ」（人口5万人未満で有機農業や食育の実践など50以上の条件を満たした都市）の取り組みやNPO法人での活動を通じて、食と農の観点からの地域活性化について考えます。

加田野由美さん（弁当・惣菜販売「あ～chaからあげと　ねぇねぇのそうざい」経営、大阪・和泉高石民商会員）
家族と支え合いながら、地域に密着したお弁当・お惣菜販売を行っている加田野さん。そこから見えてくる自営業だからこそできる取り組みや、補助金を獲得して取り組んでいる新たなチャレンジ、今後の展開など報告していただきます。
**********《参加申し込みについて》****************
「第13回夏期研究集会・参加申込書」に記載の上、県連を通じてFAXまたは郵送で全商連にお送りください。〆切は８月３日（金）です。

※宿泊の手配が必要な場合は「宿泊申込書」にご記入の上、㈱TTRツアー(電話0277-20-8411：FAX 0277-47-5131)にFAXでお申し込みください。〆切は7月17日(火)です。なお、個人で確保される場合には、お早めに対応をお願いします。
◇お問い合わせ、申込み先

　全商連付属　中小商工業研究所

　〒171-8575　東京都豊島区目白２－３６－１３　全商連気付

　電話　03-3987-4391　　FAX　03-3988-0820
◇参加費・資料代　1人5,000円、学生2,000円
振込口座　りそな銀行　目白出張所　普通口座　1016822　

中小商工業研究所　代表　太田義郎（オオタヨシロウ）
「絶メシ」とは…「食えなくなっても知らねえよ～！」をキャッチコピーに高崎市内で古くから愛されている安くて旨い絶品グルメを発信する高崎市の取り組み。「絶メシ」レシピや店舗の紹介のほか、後継者の募集なども行っています。








「循環型地域経済と中小商工業の役割」





中小商工業研究所が発行している、中小商工業研究第127号(2016.4)に大貝先生の論文「中小企業振興条例に基づく地域づくりの成果と課題」が掲載されています。あわせてお読みください。





【プロフィール】㈲萩原電子システム社長。主に検査機・試験機など特注電子機器の開発、製造を行っている。「ものづくり・商業・サービス革新事業」（新ものづくり補助金）を活用し、革新的な検査装置を開発。








【プロフィール】レストランや手作りウインナー体験などを展開する「林牧場福豚の里とんとん広場」の社長。前橋市内赤城地域で農業を営みながら、食の体験プログラムなどを通じて地域活性化を図るNPO法人「まえばし農学舎」の理事長でもある。





【プロフィール】お弁当・お惣菜販売店。野菜のタネを鶏皮で包んだ「皮ギョ」はテレビ番組でも紹介され評判に。「味だけでなく見た目にも美味しい食事を」と噛むことや飲みこむことが困難な高齢者にも喜んでもらえるようなメニューづくりに奮闘中。（大阪商工交流会2017より）














